
 社会福祉法人  東香会 

保育理念　 『 いきいき 』

合言葉 　　『 すべて子ども中心 』

基本保育方針 

『子どもの成長・発達・生活に寄与する人はすべて保育者』
『永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命との関係性を深める』
『地域で安心して子育てができるように』

10月の保育主題 

『  山々に響く　はげましの声 』 

散歩や街歩きなど、身体を使い、屋外に出ると秋の変化に気づく

2023.10.2 

 alleyで子どもたちと生活を共にする大人たち。

そんな大人達がどんな人なのか、深掘りしていきましょう！

今月は 給食職員と乳児フリーの職員です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトリエ担当　河合

左から、よしのさん、よださん、あみやさん、えいこさん　おおはしさん
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10月のスケジュール

　

ー 看護師より ー ー キッチンより ー

 園長  名古屋 彩佳

ー お知らせ ー

　ようやく涼しくなり、散歩が気持ちの良い季節となりましたね。

四季の中で一番好きな秋、出かけたい欲が高まっております。早速、山登りの計画でも立ててみようと思います。
初心者でも登れるツウな山を知っている方がいたら是非教えてください！
　
　そして今年の10月1日で渋谷東しぜんの国こども園は5周年を迎えます。
2018年10月に開園し、5年がたちました。今年度は第１期生の0歳が卒園する年です。
何だか感慨深いですね。（その当時の0歳児クラスの担任が実は、私、名古屋でした）
この5年間の思い出に浸りながら10月は過ごしたいと思います。

　今月は9月の終わりにお配りした『関係性の記録』を紹介したいと思います。

　※関係性の記録とは…あるがままのこどもの姿を記録し、見えない心の動きを観るための保育者による記録です。
　　　　　　　　　　　1年間で２期に分けて、3〜5歳児クラスの保護者の方に配布しています。

つばき組のにAさんの記録です。

　

　このエピソードを読んで、Aさんの心の動きを感じました。夏の暑さと友達のなんとも楽しそうな様子が相まって、
いつもだったら気が乗らないことも “ちょっとやってみようかな” と思わず身体が動いてしまったのだと思います。
　苦手なことができるようになったことがすごい！と褒めているエピソードではありません。
えいたさんは “水に濡れるの嫌だな…” “でも楽しそうだな…” と様々な思いを巡らせながら、とても楽しそうな
『タライおしくらまんじゅう』に自ら仲間入りしました。この葛藤の渦の中を自ら一歩足を踏み出したこと、
そして何より “楽しい” を人と分かち合えたこと、そんな姿に美波さんも心を動かされたのでしょう。
この時Aさんから溢れた感情は、これから様々なものとの関係性を結んでいくときに力となると思います。

ー 遠足のお知らせ ー

　 キッチンの片付けが終わる4時半ごろになると３階にいるこどもたちが徐々
に２階に降りていきます。その前に「お茶ちょうだい！」と必ずこどもたちに
話しかけられます。先日はAちゃんとMちゃんのお茶飲み合戦が始まり、なん
とふたりは８杯もおかわりして満足そうに下に降りていきました。最後の夏を
感じたような瞬間でした。

　暑さが和らぎ、最近は過ごしやすい日が続いています。キッチンの窓から
こどもたちの「おなかすいたー！」「はやくたべたい～！」という声が
聞こえてくるようになり、食欲の秋の訪れを感じています。

　 今月は、いつも給食に使っている出汁を知ってもらう取り組みを行います。
煮干し出汁のけんちんうどん、鶏がら出汁のきりたんぽ汁、昆布出汁のすまし
汁、かつお出汁のきのこの炊き込みごはんなどを提供予定です。
その他、秋に旬を迎える食材をたっぷり使用した献立となっています。

クックパッドでsmall alleyのレシピを掲載しています。
こどもたちに人気のメニューをぜひご家庭でもお試しください。

「水遊び」
　土公園で水遊びをした日のことです。
朝、お父さんと「バイバイ」と笑顔で別れ、Aさんが公園にはいってきました。しかし、なぜか曇った表
情のAさんです。目の前では勢いよく、タライに水が貯められています。その様子をじっと見つめていた
かと思うと、少しずつ後ずさりを始めました。水が半分ぐらい貯まると友だちが3人わらわらと集まって
きました。タライに人がつめつめになって入り、みんなの身体がまるで一つの生き物のように動き、
キャッキャっと楽しそうにしています。そんな様子を見て、曇った表情がパッと晴れるAさん。
みんなの表情を伺いながら「Aちゃんもはいっていい？」と尋ねました。
水がかかることに戸惑いながらも、その場を決して離れず4人でぎゅっとくっついて遊んでいました。

　 Aさんと何度か水遊びをしたなかで水は好きだけれど洋服のまま水が掛かってしまうことは苦手なよう
に感じました。そんなAさんが濡れるであろう、タライに自らから入ったことがとても印象的でした。友
だちがだんごになって揉みくちゃになって、思わず笑顔が溢れている、そんな姿につい体が引き寄せられ
たのではないでしょうか。洋服が濡れてしまうことなんてどうでもよくなってしまうくらい心が動いた瞬
間だったのですね。

記：山本美波


